


「やまなしワクワク子育て親育ちプログラム」発刊にあたって

　依然として進行する少子化は、本県地域活力の低下をも

たらす大きな要因であり、その対策は急務です。親が子育

ての不安や悩みを解消し、自信をもって子に向き合い、子

育てに楽しさを感じる姿をロールモデルとして「子育てに

期待をもつ若者を育む」ことは、社会全体で取り組むべき

重要課題です。

　山梨県教育委員会では子育て中の親を支援するために、

子育て相談総合窓口「かるがも」の設置のほか、これまで様々な機会を活用して、

子育て講座の開催や地域で家庭教育や子育てを支援する「子育て支援リーダー」

の育成などを行ってきました。

　また、こうした講座等に参加できない方への支援として、幼児教育番組の放映

も行っています。さらに、平成19年度には全国に先駆け、親同士が子育てにつ

いて学び合うための教材「やまなし『親』学習プログラム」を発刊いたしました。

　今年度は、このプログラムを全面的に見直し、乳幼児期から中学生の子どもをも

つ保護者対象のプログラムや中学生・高校生を対象としたプログラムに加え、親と

して自分自身を考えるプログラムや将来親となる若者を対象としたプログラムを導

入し、自己肯定感を高めることを基本コンセプトとした冊子を作成いたしました。

　本冊子は、県内各幼稚園・保育所、小中高等学校、大学などに配布するほか、

県のホームページに掲載し利用促進を図ってまいります。また、リング綴じとし、

発刊後も時代の要請に応え、随時情報が更新できるものといたしました。

　今後、各学校におけるPTA等の家庭教育に関する講座や、地域の子育てグルー

プの学習会、企業の若者を対象とした講座等々、様々な機会に積極的に活用して

いただき、多くの親が子育ての楽しさを実感し、地域や家庭の絆や教育力の向上

につながるとともに、「子育て＝大変」という意識から「子育て＝楽しみ」という

意識をもつ若者が増えることを期待しています。

　結びに、本プログラムの開発・作成に多大なご尽力をいただきました、作成委

員会の池田政子山梨県立大学特任教授を始め、各委員の皆様並びに関係各位に、

心より感謝申し上げ、発刊にあたっての挨拶といたします。

山梨県教育委員会

� 教育長　阿　部　 　彦



ごあいさつ

　今年4月から、子ども・子育て支援の新しい制度が始ま

りました。その理念には、子どもたち一人ひとりがかけが

えのない個性ある存在として認められ、自己肯定感を持っ

て育まれるような環境の整備が、社会全体の責任であるこ

とが掲げられました。

　また、子育て支援の意義を、保護者が「子育ての権利を

享受することが可能となるよう、地域や社会が保護者に寄

り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じて、保護者が

自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援

し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができる」としています。

　本プログラムは、若い世代の人々にも子育てを楽しいものと受けとめてほしい、

子育て中の人々には、子育てにがんばっている「自分」をもっと認め、自己肯定

感をもってほしいという願いから、あらたに若者向け、また親としての自分自身

をふり返るプログラムも組み込みました。

　前プログラムと同様、忙しい毎日の中で少し時間をさいて、仲間どうしでおしゃ

べりしながら、親としての自分の姿や子どもの姿についてふり返り、なにか新し

い「気づき」を得ていただければ嬉しいです。

　作成委員のみなさんは、保育や教育の現場に長年携わり、山梨の子どもたち、

お母さん・お父さんたちを見守ってきた方々です。一つ一つのプログラムには、

子どもたち、若い人々へのそれぞれの思い、保護者の方々に対する心からの励ま

しや応援の気持ちが込められています。

　子育ては、いのちの営みですね。「子どもって面白い」、「子育てって楽しい」と

感じる人が多いほど、その地域は本当の意味で「豊か」なのではないでしょうか。

　さまざまな場でこのプログラムを活用していただき、みんながいのちを大切に

思い、子育てに奮闘しているママたち、パパたちを支えてくださること、そして

そのような姿から、子どもたちが、いのちを育むことの尊さや、自分が大切にさ

れていることを実感できる――そんな良い循環がつくられるよう願っています。

山梨県立大学地域研究交流センター

� 特任教授　池　田　政　子



「やまなしワクワク子育て親育ちプログラム」概要

1 . 目　　的

　全国と同様に山梨県も少子高齢化は著しく、地域活力の低下をもたらす大きな問題であり、様々な対策

を講じています。少子化の背景・要因は幅広い分野にわたることから、ライフステージに応じ切れ目なく、

総合的に対応を図っていくことが必要ですが、特に、子育て世代、さらにこれからの子育てを担う若者の

世代については意識を変えることが重要ではないでしょうか。「子どもがいると時間的制約がある」や「経

済的負担感が大きい」等、「子育て」に対するマイナスイメージを払拭し、子どもを産み育てることによって、

自分自身も子どもと共に人間として成長し、自分の「生活の質も向上する」という意識の変革を訴えてい

きたいと思います。

　そこで県教育委員会では、ワクワク子育て親育ちプロジェクト事業の一環として、「自己肯定感を高める」

をコンセプトとして、次のような願いをもって本誌を発刊することとしました。　

　・子育てについて学び合い、子を愛し、育み、子育ての喜びを感じる親が多くなってほしい

　・親が自分自身を見つめなおすきっかけとなり、自信をもって子育てに取り組んでほしい

　・楽しく子育てする親の姿をロールモデルにし、多くの子どもや若者に、将来への希望を抱いてほしい

　親同士が学び合うことによって子育ての不安や悩みを解消し、自信をもって子どもに向き合い、多くの

親に子育ての楽しさを実感してもらうために、本誌を利用してほしいと願います。また、将来、親になる

若者や中学生･高校生に対しても、子育ての不安を取り除き、将来、子どもを育てていくという夢をもつ

ことによって、少子化に歯止めがかかることも期待しています。

2. 「ワクワク子育て親育ちのプログラム」の特徴

　山梨に住む「子育て」に関わる方々、そして将来ぜひ「子育て」に関わって欲しい若者世代を対象とし、

親同士や若者同士が子育てについて、主体的に共に学びあうためのプログラムです。学校の授業だけでな

く、保護者会やPTAの研修会、子育て支援者による集会、企業の研修会などで、幅広く活用いただきた

いと思います。

　特徴は、学識経験者を招いて講師の話を聴講する講義型ではなく、このプログラムを利用して、自分の

こととして参加しながら学び合い、手軽に楽しく、自分自身を振り返りながら主体的に学ぶところにあり

ます。今回の事業では、このプログラムを上手に活用していただくために、ファシリテーター（参加者の

自主性を促し、活動を円滑に進める進行役）の養成も行います。自身の意見を押し付けるのではなく、身

近な者同士、様々な意見を活発に言い合える雰囲気の中で、この学習活動は進められます。

3.「ワクワク子育て親育ちプログラム」の内容

　山梨県は全国に先駆け、平成20年に「やまなし『親』学習プログラム」を発刊し、親自身が子育てにつ

いて学び合うための教材を発刊し話題となりました。今回は、このプログラムを全面的に見直し、乳幼児

期から中学生という子どもの年齢による親向け学習プログラムに加え、親としての自分自身を考えるプロ

グラムを導入し、人として生きる自分の姿を、客観的に見つめ、自己肯定感を高める内容を含めました。

さらに、中学生・高校生を対象としたプログラムだけでなく、若者を対象としたプログラムを導入し、多

様な子育て支援策を紹介するとともに、自分自身の子どもの頃を振り返りつつ、子育ての夢を広げられる

ような楽しいプログラムも設定しました。



4. 「ワクワク子育て親育ちプログラム」の構成

　この学習プログラムは、受講される方々を、子どもの年齢（Ⅰ～Ⅳ）によって対象を分類した保護者向

けのプログラム、また将来、親となる中学生・高校生（Ⅴ）向けのプログラムとしました。各プログラム

では、「こころ」「からだ」「コミュニケーション」「生活」「家族」の5領域に分け、子どもの年齢によってお

こる様々な課題を取り上げました。

　Ⅰ .� 乳幼児期の子どもをもつ保護者対象のプログラム

　Ⅱ .� 小学校低学年の子どもをもつ保護者対象のプログラム

　Ⅲ .� 小学校高学年の子どもをもつ保護者対象のプログラム

　Ⅳ .� 中学生の子どもをもつ保護者対象のプログラム

　Ⅴ .� 中学生・高校生を対象としたプログラム

　さらに、近い将来に親となる若者やすべての親を対象としたプログラムのなかで、それぞれ課題を提示

しました。

　Ⅵ .� 将来親となる若者を対象としたプログラム

　Ⅶ .� 親としての自分自身を考えるプログラム

　全部で36プログラムを提供しましたので、集まった方たちの興味や問題意識に基づいて、プログラム

を選択いただきたいと思います。

1 . こころ 2 . からだ 3 .  コミュニケーション 4 . 生　活 5 . 家　族

Ⅰ .� 乳幼児を
　　もつ親

子どもの
自主性を育てま
しょう！

からだを
使ってあそぼうよ

受け止めて、
子どもの気持ち
考えよう言葉かけ

いきいき生活リ
ズムとトイレ・
トレーニング

ママとパパで
語り合おう

Ⅱ .� 小学生を
　　（低学年）
　　もつ親

子どもを勇気づ
ける子育てを心
がけましょう

親子で体を動
かそう

子どもの言葉を
受け止めよう

朝ごはんに何
を食べていま
すか?

家族の一員とし
て「お手伝い」
をしていますか

Ⅲ .� 小学生を
　　（高学年）
　　もつ親

自立しようと
するわが子の
サポーターに

からだの中で
大人になる準
備が始まりま
した

思春期を迎え
ようとしている
子どもとの関
わり

早寝早起き、
できていますか?

お父さん、お
母さんってど
んな存在?

Ⅳ .� 中学生を
　　もつ親

私を拒否する
わが子への対応

子どもたちの
からだを守る

思春期の子ど
もとのコミュ
ニケーション
のとり方は?

携帯電話と
スマートフォン

課題の分離
本当は誰の問
題なの?

Ⅴ .� 将来、親に
なる中学
生・高校生

親からの自立 お母さんになるっ
てどんな感じ?

親として育つ 働くことってど
んなこと

親になることに
ついて考える

Ⅵ .� 将来、親に
なる若者

私の未来予想図 子どもを一緒に
育てるために

子どもと一緒
に!どこに行こ
う?何しよう?

素敵な関係を
築くために
「デートDV」っ
て？

有効活用!
子育てサポー
ト体制

Ⅶ .�親としての
自分自身
を考える

コミュニケーション
⑴わたしメッ
セージ　

⑵「怒る」から
「伝える」へ

本音で語ろう 自己肯定感を
高めよう

子ども時代の
自分、親とし
ての自分を振
り返ろう

みんなで育て
るためのコミュ
ニケーション



　各プログラムは、見開き2ページのワークシートとそのプログラムの進め方（展開例）1ページから構

成しています。増す刷りしたワークシートを使って、進め方を参考に進めてください。ワークシートには

誰でも思い当たるようなエピソードや、参加者が自分で書き込むワークやチェックリスト、そしてワンポ

イントアドバイスとして参考になるような資料や説明が載っています。グループで話し合ったり、ロール

プレイをしたり、ぜひ、皆さんが主体的に学び合い、少し愚痴を言い合ってください。そして、反省する

ばかりではなく、明日へ向かう「子育てのエネルギーが充電」できるように、楽しく進めていただけると

大変嬉しく存じます。

　また、巻末には、参考文献や子育て支援関連の情報も掲載しました。ぜひ、ご活用ください。

■Ⅰ－ 1 こころ　子どもの自主性を育てましょう！ ― 待ってました！ いやいや＆やるやる期

エピソード 1

エピソード 2 あるお母さんは……

　2歳になったばかりのココロちゃん。この頃なんでも自分でやりたが

ります。必ず失敗してこぼすのに、牛乳を自分でコップに入れようとし

ます。今朝もお父さんが「こぼすといけないから、パパが入れてあげる

よ」と言うと、「いやー！　ぼくがするー！」。でも結局、びちゃびちゃに。

お父さんは、「だから言ったじゃないか」と怒ってしまいました。

　2歳の子です。もっと前から、いろいろやりたがることは確かにあったけど、

親が「だめよ」と言えば、やめてたんですよね。

　それがこのあいだ突然、パンツをどうしても自分ではくと言い出しました。

なかなかちゃんとはけないで、家を出る時間なのにって、だんだんイライラし

てきてしまって…。

　でも、うまくできないのに、一生懸命はこうとしている姿を見ていたら、あ

あ、大きくなったなあって、なんだかじーんとしてきました。

Work●このお父さんは、どんな気持ちだと思いますか？

●では、ココロちゃんの気持ちはどうでしょう？

　子どもの成長、育つ姿という点からも考えてみましょう。

話し合ってみましょう。

　「いや！」「ジブンでやるー！」はお子さん自身の意欲や自主性の育っている証拠。親から少しずつ自立

して、「世界中にただ一人の“自分”をつくっていくよ」という宣言です。

　だから、初めての「いや！」は “第2の誕生日”。喜んであげましょう。そして、そこまで育てたご自分

をほめてあげましょうね。

ワーク 1

1 2 ～ 3 歳の子どもは
　「わからずやさん」で「やりたがりやさん」

やまなしワクワク子育て親育ちプログラム2

Ⅰ
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

Aさん：もう、うちの子、わからずやさん（やりたがりやさん）でいやになっちゃいます。

　　　　だって、（　　　お子さんの様子　　　）なんです。

Bさん：① そうなんですね。そういうとき、どんな気持ちですか？

　　　　② お子さんにどうしていますか？　それで、お子さんはどんな気持だと思いますか？

　　　　③ どんなふうにできたら、いいと思いますか？

　交代でAさん役、Bさん役になってインタビュ―し合いましょう。3 人で

もOKです。

話し合ってみましょう。

　子どもは、自分ができないこともやりたがります。でも「自分でやる！」という気持ちを大切にして、

たとえ失敗しても「今度はがんばろうね」と励ましましょう。だって、子どもが自分自身で学ぶ機会なの

ですから。

　大人にとっては、「困る」こと、イライラすることも多いけれど、知恵と工夫でやりたい気持ちを満足さ

せてあげられれば、自主性や意欲、チャレンジする心、探究心、そして自己肯定感など、きっとたくさん

の大切なものをプレゼントできるでしょう。

　もちろん、「だめなことはだめ！」。まだわからないと思わずに、その理由も言って、くり返し伝えましょ

う。親の心からの言葉は、子どもの心にしみ込んで、いつか必要な時に、きっと思い出すでしょう。

　そうは言っても、「わからずやさん」や「やりたがりやさん」につき合うのは、なかなか大変！　親だっ

て子どもと同じ、「育つ」ものですよね。みんなで大変さを共有し、アドバイスし合いましょう。

●やる気を認めてあげる

●工夫する

●援助する

●“失敗も学習”と気持ちを切り替える

「自分でしたいんだね、

えらいね」

・牛乳を少なくしておく

・こぼしてもいいように、

お皿の上にコップを置く

「パパにもお手伝いさせて」

Work
ワーク 2

見守る

牛乳をコップに
入れたい！

2

 やまなしワクワク子育て親育ちプログラム 3

ワークシート例

山梨県教育委員会のホームページからもダウンロードできます



5. テキストの使い方

　講師役の方からの一方的なコメントに偏ることなく、参加

者が互いに子育てについてのさまざまな問題について学びあ

う機会にして下さい。

①取り上げたいテーマの「ワークシート」（見開き2ページ）

をコピーし、必要に応じて、追加資料も配布する。

②該当の「学習プログラムの進め方」を参考に、アイスブ

レイキング等で、楽しく話し合える雰囲気をつくる。そ

してここでの話は他言しないという安心感は絶対的な前

提です。　（5 ～ 10分）

③「ワークシート」を利用して、参加型学習を進める。　（30

～ 40分）

④「振り返り用紙」（p.116）を配り、参加者に学習会を評

価してもらい回収すると、プログラムを進めた方（ファ

シリテーター）の振り返りにも使っていただけます。

� （10分）

⑤「ワークシート」は参加者が持ち帰り、家庭でも話し合っ

てください。

⑥各プログラムは60分程度です。進め方を参考に、全て

実施するのではなくても大丈夫です。時間配分を工夫し

てください。

6. プログラムに使われている用語

●アイスブレイキング

　初めて出会った人同士がスムーズに活動に入れるようなきっかけをつくる技法です。見知らぬ者同

士がお互いに緊張を和らげ、意見が述べられやすい雰囲気をつくるために行います。

●ロールプレイ

　体験学習の1つで、ロール（役割）を演ずるという疑似体験を通して、概念的にというよりも、演習し、

実感としてわかるということをねらいとした学習方法です。

時　　間 指　導　展　開 準　　備

○学習者　　●ファシリテーター

■Ⅰ－ 1� こころ　子どもの自主性を育てましょう！ ―待ってました！� いやいや＆やるやる期

ねらい
●いわゆる「第一反抗期」が、子どもの育ちにどんな意義があるかを理解する。

●この時期の親の大変さも共有しつつ、子どもの自主性を育てる対応を考える。

導　入

 5分

展　開

 20分

 10分

まとめ

 10分

 5分

◆雰囲気づくり

○4 ～ 6人のグループに分け、自己紹介をする。

　例：氏名、子どもの名前・年齢、自分の好きな物・ことを一つ

●自分の子どもが「わからずやさん、真っ最中」という人に手を挙げ

てもらい、2 ～ 3 人に、そういう時自分がどんな気持ちになるか、

言ってもらう。

《ワーク1》

○エピソード1を講師が読み上げたあと、父親の気持ち、子どもの気

持ちと成長という視点からみた姿を考え、シートに各自記入。

　＊成長という視点からみた子どもの姿

〈例〉 だんだん自分でしたいことが増えてきた

　　　自己主張ができるようになってきた

○グループ内で、記入した内容をもとに、話し合う。

●親の気持ちについて、どんな話が出たか発表してもらう。

●子どもの気持ちや姿について、発表してもらう。

◆学び

●ワンポイントアドバイス1、エピソード2を読み、2 ～ 3歳の子ど

もの「反抗」は、発達の普通の姿であり、自己形成の第一歩である

こと、親は成長を喜んであげたいことを話す。

●ワンポイントアドバイス2を読み、自分でしたい気持ちを押さえつ

けてしまうと、自主性の芽を摘んでしまうこと、やりたい気持ちを

励ますいろいろな対応があることを説明する。

《ワーク2》 この時期、大変なのは自分だけではないことに気づき、親

の気持ちをみんなで共有し、自分の子どもの気持ちも理解

する。

○2人1組で、聞き手と話し手になり、交替でインタビューし合う。

○インタビューを終えたら、お互いに感想を話し合う。

●どこか1組のワークの内容を全体に紹介してもらい、まとめのコメ

ントをする。

◆振り返り

●振り返り用紙に感想を記入してもらい、回収する。

ワークシート

グループ内でペ

アを組んでもら

う。人数によっ

ては三人一組で

もよい。

振り返り用紙
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